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産業技術総合研究所 つくばセンター つくば中央 共用講堂
（茨城県つくば市東 1-1-1）

つくばエクスプレス「つくば駅」下車、バスターミナル４番のりばか
ら関東鉄道バス「荒川沖駅（西口）行（並木経由）」、「筑波宇宙
センター経由（学園南循環）」または「桜ニュータウン行」にご乗車、

「並木二丁目」下車

 JR 常磐線「荒川沖駅」下車、西口 4 番のりばから関東鉄道バス
「筑波大学中央行」または「つくばセンター行（並木経由）」に乗車、
「並木二丁目」下車

「並木二丁目」から「産総研つくば中央」まで徒歩 3 分

＜事前参加登録費＞ 
（要旨集を含む） 

HAB 研究機構正会員：    8,000 円（当日：10,000 円） 
                   賛助会員：   8,000 円（当日：10,000 円） 
                   （一口につき 1 名でそれ以上は非会員扱い） 
                       非会員：13,000 円（当日：15,000 円） 
                       学　生：   6,000 円（当日：   8,000 円） 
            懇親会参加費：   5,000 円 

事前参加申込期限：2016 年 4 月 25 日 
※指定の郵便振込用紙を HAB 研究機構事務局まで
　ご請求下さい。

＜お問い合わせ・お申込み先＞
特定非営利活動法人ＨＡＢ研究機構
　〒 113-0032
　東京都文京区弥生 2-4-16　学会センタービル 4F
　TEL/FAX　03-3815-1909 
　E-mail　secretariat ＠ hab.or.jp　URL　http://www.hab.or.jp

第 23 回ＨＡＢ研究機構学術年会

肝障害を多面的に捉える
－分子、細胞、免疫、動物、臨床－

First Circular

学術年会長：菅沼 彰純
（エーザイ株式会社）

日時：2016 年 5 月 26 日（木）～ 28 日（土）
　　　9：00 ～ 18：00
会場：産業技術総合研究所 つくばセンター 共用講堂

学術年会開催にあたって
菅沼 彰純（学術年会長）

創薬を取り巻く科学技術の進歩は目覚しく、ブレー
クスルー医薬品が毎年いくつも上市されておりますが、
創薬の現場では、新たな標的分子を見定める困難さと
確実な有効性はもとより、安全性に対する意識は以前
にも増して高まっており、新規医薬品の創出という崇
高な目的の前に非力さを感じる昨今です。その一方で、
長年 HAB 研究機構が取り組んできたヒト由来組織の供
給は、とりわけ薬物動態研究の発展に大きく貢献して
おります。その結果として、臨床試験における動態予
測の確度が高まり、不適切なヒト体内動態が原因で中
断するプロジェクトを減少させました。しかしながら、
創薬段階から臨床において安全性を適切に予測できる
評価系はまだ十分に確立されておらず、科学技術の進
歩と関係者のさらなる努力が期待されております。

このような現状から、第 23 回学術年会では、肝障害
をメインテーマに据え、 2 日間にわたり議論することに
いたしました。招待講演では、薬物性肝障害の分野で
キー・オピニオン・リーダーである帝京大学の滝川一
教授をお招きし、臨床における薬物性肝障害の実態に
ついてご紹介いただきます。国内外から薬物性肝障害
研究で第一人者である名古屋大学横井毅教授およびト
ロント大学 Jack Uetrecht 教授をお招きし、その世界的
潮流と今後の展開についてお話していただきます。ま
た、2 日目の招待講演では、最先端のがん治療研究を牽
引されている国立がんセンターの落谷孝広先生に、癌転
移のメカニズムに迫るエキソソームとマイクロ RNA に
関する研究と先生がライフワークにされている肝細胞
の創生と再生医療についてご紹介いただきます。また、
シンポジウムでは、肝毒性の評価法と予測研究につい
て、分子レベル、細胞レベル、動物モデルや in silico に
よる肝毒性予測など、様々な切り口で肝障害にアプロー
チされている先生方のご研究とご提言を共有したいと
思います。3 日目には、社会的に関心の高い睡眠をテー
マにした市民公開シンポジウムを開催します。

学術年会は、諸般の事情により 5 月 26 日から 28 日
までの 3 日間にわたり、つくば市の産業技術総合研究
所つくば中央にあります共用講堂で開催することにな
りました。なにかとご不便・ご迷惑をおかけいたしま
すが、関係者で精一杯準備いたしますので、よろしく
お願い申し上げます。一人でも多くの皆様のご参加を
お待ちしております。

協賛： 日本薬物動態学会 日本薬理学会
 日本臓器保存生物医学会 日本再生医療学会
 日本生物工学会 化学工学会バイオ部会
後援：  産業技術総合研究所 日本毒性学会
 日本臨床薬理学会 　　　

予定

最新情報はホームページにて（http://www.hab.or.jp）
随時、公開致します。是非ご参照下さい。
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第 23 回 HAB 研究機構学術年会　－ プログラム概要 －
 5 月 27 日（金）　9：00　受付開始

9:30~　シンポジウムⅢ
in vitro 試験系による肝毒性の予測・評価法研究
座長：伊藤 晃成（千葉大学大学院）
　　　鈴木 睦（協和発酵キリン株式会社）

ダイレクトリプログラミングによる肝細胞の作製とその応用
　鈴木 淳史（九州大学生体防御医学研究所）

酵素透過プレートやマイクロ流体ディバイスを用いた階層
的肝組織構築　酒井 康行（東京大学生産技術研究所）

3D プリンタ技術で作成する組織体の生体組織モデルとして
の応用　松崎 典弥（大阪大学大学院）

薬剤性肝障害の感受性を決めるミトコンドリア毒性評価
　関根 秀一（千葉大学大学院）

in vitro 肝毒性試験法の開発
　石田 誠一（国立医薬品食品衛生研究所）

13:30~　招待講演Ⅳ
座長：菅沼 彰純（エーザイ株式会社）

リプログラミングによる臓器ステム細胞の創生と
再生医療
　落谷 孝広（国立がん研究センター）

14:30~　シンポジウムⅣ
毒性を評価するためのヒト化動物
座長：松永 民秀（名古屋市立大学）
　　　山田 泰弘（日本薬科大学）

染色体工学技術によるヒト化動物の作製と医学・薬学応用
　香月 康宏（鳥取大学大学院）

ヒト化動物を用いた薬物動態予測の可能性
　小林 カオル（千葉大学大学院）

ヒト肝細胞キメラマウス ”PXB マウス ®” の現状と創薬への
将来展望　立野 知世（株式会社フェニックスバイオ）

ヒト肝キメラマウスを用いたヒト体内動態の定量的予測
　成富 洋一（アステラス製薬株式会社）

実中研の第二世代ヒト化マウスの状況－肝キメラマウスモ
デルを中心に　大西 保行（インビボサイエンス株式会社）

hu-liver TK-NOG マウスによる薬物代謝研究
　山崎 浩史（昭和薬科大学大学院）

ランチョンプレゼンテーション
5 月 27 日（金）12：00 ～　ホワイエにて

年会 2 日目の昼食時に、ランチョンプレゼンテー
ションを開催いたします。細胞アッセイ研究会と
HAB のメンバーで、日頃の研究成果や培養 ･ アッセ
イ装置への希望を相互に議論していただける場をご
用意いたします。軽食をご用意いたしますので、多
くの皆様方のご参加をお待ちしております。

ランチョンセミナー
5 月 26 日（木）12：30 ～　多目的室にて

年会 1 日目の昼食時に、ランチョンセミナーを開催
いたします。会場の定員の都合で、午前中に整理券
を配布いたします。整理券をお持ちの方はランチョ
ンセミナー会場にご入室下さい。

なお、お弁当は年会参加者全員分ご用意いたします
ので、整理券をお持ちでない方もホワイエにてお弁
当をお受け取り下さい。

 5 月 28 日（土）　12：30　受付開始

13:00~　第 28 回市民公開シンポジウム
睡眠の健康科学

座長：菅沼 彰純（エーザイ株式会社）
　　　深尾 立（HAB 研究機構）

睡眠・覚醒の謎に挑む
　柳沢 正史（筑波大学国際統合睡眠医科学研究機構）

睡眠時無呼吸症候群（仮）
　佐藤 誠（茨城県立こころの医療センター睡眠医療センター）

新しい睡眠薬の開発物語（仮）
　演者交渉中

 5 月 26 日（木）　9：00　受付開始

10:05~　招待講演Ⅰ
座長：吉成 浩一（静岡県立大学大学院）

薬物性肝障害 －薬物代謝、免疫、炎症との関連－
　横井 毅 （名古屋大学大学院）

10:50~　シンポジウムⅠ
臨床肝毒性の予測 ･ 評価法研究の最前線 -1
座長：中島 美紀（金沢大学大学院）
　　　千葉 雅人（大鵬薬品工業株式会社）

薬剤性肝障害リスクと関連する HLA 遺伝子解析の現状と課題
　細道 一善（金沢大学医薬保健研究域医学系）

特異体質性薬物毒性と HLA の関連
　平沢 真（第一三共株式会社）

MicroRNA の肝毒性バイオマーカー研究の進展と今後の展望
　山浦 優（アステラス製薬株式会社）

14:30~　招待講演Ⅱ
座長：小林 眞一（昭和大学臨床薬理研究所）

薬物性肝障害の実態
　滝川 一（帝京大学医学部）

15:15~　シンポジウムⅡ
臨床肝毒性の予測 ･ 評価法研究の最前線 -2
座長：楠原 洋之（東京大学大学院）
           岡田 晃宜（アステラス製薬株式会社）

肝毒性の評価・予測における計算科学の活用
　竹下 潤一（産業技術総合研究所）

肝 毒 性 シ ミ ュ レ ー シ ョ ン の 活 用：DILIsym を 用 い た
Nefazodone のヒト肝毒性予測
　長谷川 洵（田辺三菱製薬株式会社）

Assessment of drug-induced clinical hepatotoxicity using 
the DILIsym® -Tolvaptan case-

Sharin Roth（Otsuka Pharmaceutical Development & 
Commercialization, USA）

17:00~　招待講演Ⅲ
座長：横井 毅（名古屋大学大学院）

How do reactive metabolites lead to an immune response 
that can result in an idiosyncratic drug reaction?
　Jack Uetrecht （Univ. of Toronto）

18:00~　懇親会


